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^全 身 麻 酔 で 消 化 器 夕 岬 十 手 犲 ' を 受 け た 患 、 者 の 術 後 せ ん 妄 発 症 の 要 因
1  目 的
術 後 せ ん 妄 は 、 全 身 麻 酔 に よ る 手 術 を 受 け 身 体 機 能
や 代 謝 機 能 が 低 下 し て い る 場 合 に お こ り ゃ す く 、 身 体
予 備 機 能 の 低 い 高 齢 者 ほ ど 発 症 率 が 高 く な る と 言 わ
れ て い る 。 A 病 棟 は 高 齢 者 が 多 く 術 後 せ ん 妄 発 症 の り
ス ク は 高 い 。 そ こ で 、 過 去 2 年 間 の 術 後 せ ん 妄 発 症 の
要 因 を 検 証 し た 。
" 方 法
1 . 対 象 : 平 成 2 4 年 5 月 1 日 ~ 平 成  2 6 年 3 月 3 1 日
に A 病 棟 で 全 身 麻 酔 に よ る 消 化 器 外 科 手 術 を 受 け
た 患 者 2 5 1 件 ( 術 前 に 認 知 症 及 び 精 神 疾 患 、 を 合 併
し て い た 患 者 は 除 夕 り 。
2 . デ ー タ の 収 集 ・ 分 析 方 法
1 ) 対 象 患 、 者 の カ ル テ か ら 、 術 式 ( 腹 腔 鏡 使 用 の 有 無 ) 、
手 術 経 験 ・ 術 前 判 断 力 の 低 下 ・ 術 前 睡 眠 薬 使 用 ・ 視 聴
覚 障 害 ・ 術 後 の 瘻 痛 継 続 の 有 無 、 手 術 当 日 の ラ イ ン 合
計 数 、 術 後 の 不 眠 ・ 昼 夜 逆 転 の 有 無 、 食 事 開 始 時 期 、
離 床 開 始 時 期 、 術 後 電 解 質 異 常 の 有 無 に つ い て 調 査 し 、
術 後 せ ん 妄 発 症 群 と 非 発 症 群 に 分 別 し た 。
2 ) 術 後 せ ん 妄 発 症 の 有 無 と 術 式 ( 腹 腔 鏡 使 用 の 有
無 ) ・ 手 術 経 験 ・ 術 前 判 断 力 の 低 下 ・ 術 前 の 睡 眠 薬 使
用 ・ 視 聴 覚 障 害 ・ 術 後 の 瘻 痛 継 続 ・ 術 後 の 不 眠 ・ 昼 夜
逆 転 ・ 電 解 質 異 常 は P e a r s o n の χ . 検 定 価 S h a の 正
確 検 定 ) を 行 っ た 。 年 齢 ・ 術 前 期 間 ・ 当 日 の ラ イ ン 合
計 数 ・ 食 事 開 始 時 期 ・ 離 床 開 始 時 期 は  W i l c o x o n の 順
位 手 畔 貪 定 ( M a n n ・ w h i t n e y  の  U 検 定 ) を 行 っ た 。 統
計 ソ フ ト は 、  J M P 8 . 0  を 使 用 し 、  P く 0 . 0 5  を も っ て 有
意 差 あ り と し た 。
3 . 倫 理 的 配 慮
本 研 究 は 遡 及 的 研 究 で あ り 、 患 者 へ の 説 明 及 び 同 意
は 取 得 し な い が 、 デ ー タ を 番 号 で 管 理 し 、 調 査 終 了 後
は 速 や か に デ ー タ を 破 棄 す る こ と に よ り 匿 名 性 の 保
証 を 図 っ た 。 本 研 究 は 新 潟 県 立 坂 町 病 院 看 護 部 倫 理 審
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Ⅲ 結 果
術 後 せ ん 妄 発 症 の 件 数 は 3 6 件 ( 平 均 年 齢 8 0 . 4 歳 、
最 小 値 " 歳 、 最 大 値  9 0 歳 ) で あ っ た 。 有 意 差 の み
ら れ た 調 査 項 目 の 割 合 や 数 値 を 、 術 後 せ ん 妄 発 症 群
非 発 症 群 ・ P 値 の 順 で 述 べ る 。 腹 腔 鏡 使 用 者 は 2 5 % ・
5 0 . 2 % ・  P = 0 . 0 0 4 、 術 前 判 断 力 の 低 下 が あ る 患 者 は
3 6 . 1 % ・  5 . 6 % ・  P く 0 . 0 0 0 1 、 術 後 の 不 眠 を 訴 え た 患 者
は  4 1 . フ % ・  2 2 . 8 % ・  P = 0 . 0 1 6 2 、 術 後 電 解 質 異 常 の み
ら れ た 患 者 は  4 7 . 2 % ・ 2 5 . 5 % ・ P = 0 . 0 0 8 6 、 年 齢 は  8 0 . 4
歳 ・  6 5 . 5  歳 ・  P く 0 . 0 0 0 1 、 手 術 当 日 の ラ イ ン 合 計 数 は
9 . 0 6  本 ・ フ . 5 5  本 ・  P = 0 . 0 0 3 、 食 事 開 始 時 期 は  5 . 1 2 日 ・
3 . 1 4 日 ・  P く 0 . 0 0 0 1 、 離 床 開 始 時 期 は  2 . 9 4 日 ・  1 . 2 5
日 ・  P = 0 . 0 0 0 2  で あ っ た 。
I V  考 察
年 齢 ・ 術 前 判 断 力 低 下 ・ 食 事 開 始 時 期 の 調 査 項 目 に
お け る 有 意 差 が 非 常 に 高 い 。 ま た 、 手 術 当 日 の ラ イ ン
の 合 計 数 に お い て も 有 意 差 が 得 ら れ た 。 手 術 後 の ド レ
ー ン や 点 滴 等 の ラ イ ン の 存 在 は 身 体 を 拘 束 さ れ た よ
う な 感 覚 に 陥 り ゃ す い と 考 え ら れ る 。 高 齢 者 は 環 境 の
変 化 に 十 分 適 応 し に く く 、 術 後 の 身 体 状 況 の 変 化 や 苦
痛 に 対 す る ス ト レ ス を 大 き く 感 じ ゃ す い と 考 え る 。 し
か し 、 腹 腔 鏡 使 用 の 調 査 項 目 で 有 意 差 が 得 ら れ た の は 、
開 腹 手 術 に 比 べ ド レ ー ン の 数 ・ 食 事 や 離 床 開 始 の 時 期 、
輸 液 管 理 な ど に お い て 患 者 に 与 え る 侵 襲 性 が 小 さ い
た め と 考 え ら れ る 。
V  結 論
A 病 棟 に お け る 術 後 せ ん 妄 発 症 の 要 因 は 、 年 齢 、 術
前 判 断 力 の 低 下 、 食 事 開 始 時 期 、 術 式 に よ る 侵 襲 性 、
当 日 の ラ イ ン 合 計 数 、 術 後 の 不 眠 、 離 床 開 始 時 期 、 術
後 の 電 解 質 異 常 で あ っ た 。
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